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【 市立図書館休館日カレンダー 】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  開館時間 

平 日 ９：３０～１９：００ 
休館日 

 

土・日・祝日 ９：３０～１７：００ 

発行 

２０１２年 

２月１日  

Ｎｏ．５２ 

ライブラリー通信  

 

２月  ３月 

日 月 火 水 木 金 土  日 月 火 水 木 金 土 

      １  ２ ３ ４        １ ２ ３ 

５ ６ ７ ８ ９ １０ １１  ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 

１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８  １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ 

１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５  １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ 

２６ ２７ ２８ ２９      ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１ 

 

 

 

 

 

 

 

今年は、4年に一度のうるう年です。 

現在日本では、グレゴリオ暦が使われていますが、うるう年の算定方法は、神武天皇即位紀元（皇紀）によ

って行うことが、法令（明治３１年（１８９８年）勅令第９０号（閏年ニ関スル件））により定められ、現在に至って

います。 

 そもそも日本で、グレゴリオ暦が採用されたのは、明治５年（１８７３年）です。それまでは、太陰太陽暦を使

っていました。元嘉暦から宣明暦（６世紀～１６８５年）までは中国暦を輸入して使っていました。貞享暦（＊１）

から天保暦（１６８５～１８７３年）までは、日本人の手によって作られた暦を使っていました。 

 日本のグレゴリオ暦採用布告から施行までには１カ月もなく、そのためこの布告には置閏法（ちじゅんほう）

（＊２）に不備がありました。「西暦の年数が１００で割り切れ、４００で割り切れない年をうるう年としない」（＊

３）旨の規定が欠落していました。 

 そこで、日本で太陽暦を導入してから初めての「紀元年數ヨリ六百六十ヲ減シテ百ヲ 

以テ整除シ得ヘキモノノ中更ニ四ヲ以テ商ヲ整除シ得サル年」（うるう年にならない年） 

である皇紀 2560年すなわち 1900年（明治 33年）の１年半前に「閏年ニ関スル件」 

 の勅令が出されました。 

＊１ 貞享暦については、冲方丁作「天地明察」の題材になっています。 

＊２ 暦法で、閏(うるう)月・閏日（現代では閏秒も）を置く決まりのこと 

＊３ 次のうるう年にならない年は２１００年です。 

 



 

 

   

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般書                       

◇ 親鸞 激動篇 上・下    五木寛之  

講談社 

◇ まちがい   辻仁成     集英社 

◇ 隠し事  羽田圭介  河出書房新社 

 

         

                 

◇ 東京暮らし江戸暮らし  平岩弓枝   講談社 

◇人魚はア・カペラで歌ふ  丸谷才一  文藝春秋 

ヤングアダルト 

◇ １４歳のための時間論   佐治晴夫  春秋社 

◇ 夢幻館へようこそ     水生大海  双葉社 

        

児童書 

◇ おなかのなかの、なかのなか 絵 長谷川義史 

文 あさのますみ 学研教育出版 

◇ 妖怪一家九十九さん   富安陽子   理論社     

 

 

 

● 毎月 第１第３日曜日 第３木曜日 第４金曜日に幼児・児童向けのおはなし会を開催して

います。  

日時                場所 

２月  ５日（日）⇒１４：００～  ３月 ４日（日）⇒１４：００～   １階お話コーナー 

２月１６日（木）⇒１０：３０～   ３月１５日（木）⇒１０：３０～   （児童コーナー奥） 

２月１９日（日）⇒１４：００～  ３月１８日（日）⇒１４：００～ 

２月２４日（金）⇒１５：００～  ３月２３日（金）⇒１５：００～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月、３月おはなし会 

 

 

新着図書 

 

 

大豆は五穀のひとつで穀霊が宿るとされています。さらに豆をぶつけて魔を滅する（魔滅＝まめ）にも通じま

す。 

豆まきに使う豆は、炒
い

り豆でなくてはいけません。鬼の目である魔目（まめ）が再び生き返らないように、豆

を炒り芽（目）が出ないようにするためです。また「炒る」は「射る」にも通じ、「魔目」を「射る」ことで「魔滅」とな

るわけです 

豆まきが終わったら、1年の厄除けを願い、自分の年齢よりも１つ多く豆を食べます（新しい年の厄祓いなの

で１つ多く食べる、いわゆる 数え年として１つ多く食べる、もともとが数え年と考え新年の分を加えて２つ多く

食べる、満年齢のまま食べるなど、地方によって異なる場合もあります）。 

 

 

 

節分の鬼退治にはなぜ豆を使うの？ 

 

 


